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歳入合計　61億5665万円

歳出合計　59億5731万円

　12月定例会は12月3日から25日までの23日間開催し、条例関係９件、一般・特別会計
補正予算６件、決算認定６件、その他１件の計22議案を審議しました。
　30年度の決算審査では、5つの特別会計を含む約84億円の決算を認定しました。その
うち一般会計は59億5731万円（前年比15.5%減）で、４年ぶりに国の普通交付税の不
交付団体となりました。自主財源比率は73.4%で5.6ポイント上昇しました。

30年度
決算

億
円
の
減

12

町税
60.4%

分担金及び負担金 1.4%
使用料及び手数料 0.5%
財産収入 0.2%
寄付金 2.0%
繰入金 2.0%

諸収入 1.7%

地方交付税 0.6%

地方譲与税 0.8%

繰越金
5.2%

町債 3.2%

県支出金
8.0%

国庫支出金 8.1%
交付金
5.9%

自主財源
73.4%

依存財源
26.6%

民生費
26.9%

衛生費
8.2%

商工費 1.5%

土木費
12.7%

消防費
4.3%

教育費
11.0%

公債費
7.5%

諸支出金 7.0%

総務費
13.5%

労働費 0.2%
農林水産業費 5.9%

災害復旧費 0.1% 議会費 1.2%

前
年
度
よ
り
歳
入
は

一
般
会
計
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こ
の
よ
う
な
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た

　決算内容については、ほぼ適正に運営されました。一般会計の町債残高は46億円で金
額の推移には十分留意する必要があります。今年度の農村下水道使用料の徴収問題等、規
則に沿った事務処理がなされていなかった事例もあり、正しい事務処理が行われる取組を
期待します。

監 査 委 員 の 意 見

道路橋梁整備事業� 1億2048万円
　町道殿山線（山之上）の改築工
事、竜王大橋（小口）、山中橋（山
中）の長寿命化工事等を実施しま
した。

町内バス路線への助成
� 2212万円
　生活路線である八幡竜王線・岡
屋線について、運営する近江鉄道
（株）に対して業務委託と助成を
行いました。

特産品発信事業� 2392万円
　近江牛を中心として、歴史、文
化などの地域資源をPRする「竜
王スキヤキプロジェクト」を実施
しました。

八日市布引ライフ組合（斎苑）負
担金� 6955万円
　今年度12月に竣工した布引斎苑
の運営と新設にかかる負担金を支
出しました。

平成２７年度 平成２8年度 平成２9年度 平成30年度

9748万円9748万円

6705万円6705万円

1億2653万円1億2653万円 1億2346万円1億2346万円

　竜王町のふるさと納税では、１万円以
上を寄附された方に近江牛などの特産品
を謝礼品としてお贈りしています。
　平成30年度は、過去最高を記録した28
年度とほぼ同額の１億2346万円の寄附を
いただきました。

ふるさと納税の寄附額は？

ふるさと納税謝礼品のカタログ等
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問 通学バスの委託料が増額になった理由は。

答 国の基準よりも安い金額で委託契約を結ん
でいたが、制度改正による料金の見直しで
委託料が増加傾向にある。

問 マイナンバーカードの交付状況や取得
促進は。

答 令和元年12月８日現在で交付申請さ
れている方は12.28％である。住民課
窓口で写真の無料撮影を行い、申請手
続きの補助を実施している。

問 保護者の利用負担は大きくなるのか。

答 利用料金の割合は委託料全体の１割に満た
ない状況で、多少の値上げでは効果が少な
い。今後の推移を見ながら、今のところは
月額1200円を続けていきたい。一定の負
担は必要と考えるが、単に負担を増やすの
ではなく、町として責任を持って今後の対
応を考えていきたい。

マイナンバーカード
の申請手続を補助

問 保護者に実施されたニーズ調査はどの
ように生かされるのか。

答 ニーズ調査は幼稚園、保育園、こども園
についてが大きなテーマとなっており、
その結果は現在策定中の子ども子育て
支援事業計画に盛り込む予定である。

子育て支援ニーズ調
査の反映は？

通学バス代は据え置き

問 竜王町空家等対策計画を策定したが、今年
度の具体的な内容は。

答 アクションプログラムと特定空家等認定基
準の作成にとりかかる。

空き家対策

平成30年度決算をチェック!!

町内を走るスクールバス

窓口での写真撮影の様子
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令和元年 4151万円

1億753万円

1億2270万円

2億8387万円

平成30年

平成29年

平成28年

一般会計の12月補正額の推移
　12月補正額は4151万円で過去３年間と比べ低
く推移しています。

問 増築工事が延期となっている理由は。
答 東京オリンピック等による建築需要の高まり
で、資材の調達が困難な状況であるため。

アグリパーク竜王直売所の増築工事
総工事費　１億2457万円

翌年度へ繰越となった事業

令和元年度12月補正予算をチェック!!

福祉医療扶助費
352万円

　医療費無償化を実施している小中学生
通院分の医療費が増加したため。

役場窓口カウンター工事 
29万円

　役場のカウンターに利用者のプライバ
シーに配慮した衝立（ついたて）が設置
される。

衝立が設置されるカウンター

問 基本構想では何を策定するのか。
答 小学校整備の理念や基本目標、主な施設規模
の想定、校舎やグラウンド等の配置を考えた
い。また、スクールバスの動線についても、
中心核整備のイメージと連動させて考えたい。

公民館別館（青年団団室）

公民館別館解体工事
1064万円 

　公民館別館の跡地は駐車場として整備
される予定。

問 解体工事のスケジュールは。
答 年度内に完了する予定である。

竜王小学校整備基本構想策定業務委託料
316万円

老朽化が進む竜王小学校

主な予算の内容

議会だより No.190
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教育民生常任委員会

竜王小学校整備計画の経過と今後調
査

英語教育のこれまでの取組と今後の展望調
査

　竜王小学校は築48年が経過しており老朽化が進行している。

今後の展望
　「これぞ竜王の英語教育」の実現に向け、幼
小中と積みあがっていく一貫した系統的英語教
育の実施、英語を身近に感じる機会の充実等に
努めていく。

整備の基本的な考え方
◦長寿命化改修ではなく建て替えとする。
◦竜王西小学校との統合は考えない。
◦�防災、コミュニティ等の機能を併せ持つ複合
施設とする。

◦�敷地拡大に制限があるため新しい場所で建築
する。

◦場所はタウンセンターエリアを前提とする。

主な質疑応答
現時点での概算費用は。問

竜王小学校と西小学校を統合しない理由は。問
造成や用地取得の経費を除き、約30億円。答

今後の推移をみても西小学校は単独校として
成り立たない程の児童数の減少にはなく、ま
た北西部地域の防災拠点等であるため。

答

これまでの成果と課題
主な質疑応答
英語が得意な地域の人の力を生かす取組はで
きないか。

問

英語を使って仕事をしていた方々に、出前授
業で英語の魅力を伝えてもらいたい。キャリ
ア教育の視点からも本物に出会い、自分の将
来を考える学習の場にもなると考える。

答

幼稚園での英語教育の様子

　幼稚園からの英語学習の積み上げにより
「聞くこと」・「話すこと」の確かな力がつ
いている。

成果

　生活環境の中で、英語を必要とする場面
がないため、真に役立つ英語を身につけた
い、学びたいという意欲が十分に育ってい
ない。

課題

今後の整備予定
令和元年度
（2019）

令和２年度
（2020）

令和３年度
（2021）

令和４年度
（2022）

令和５年度
（2023）

令和６年度
（2024）

基本構想

耐力度調査

基本計画

基本設計・実施設計

建築工事

No.190 議会だより
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総務産業建設常任委員会

地域防災計画見直し（中間報告）調
査

主な質疑応答
竜巻に対する避難はどうするのか。問
基本は屋内避難であり、雨戸を閉める等の
対応をしていただく。

答

１　見直し理由
　◦�平成26年３月に作成した現計画が5年経過し
たため。

　◦�社会情勢等の変化を踏まえ実情に沿ったもの
とするため。

２　主な修正内容
　◦竜王町防災行政情報システム整備の追記。
　◦避難場所の選定基準、名称の修正。
　◦要配慮者利用施設一覧の修正。
　◦警戒レベルと避難勧告等の発令基準の修正。

竜王町防災行政情報システム構成図

付
託

全員賛成で可決

◦竜王町会計年度任用職員の給与および費用弁償に関する条例
◦�地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律等の施行に伴う
　関係条例の整備に関する条例

平成29年台風21号による冠水（弓削地先）

携帯電話
スマートフォン

携帯電話
スマートフォン

議会だより No.190
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地域活性化特別委員会

コンパクトシティ化構想（案）とグランドデザイン構想（案）の経過と今後は調
査

広 域 行 政 八日市布引ライフ組合※

※八日市布引ライフ組合
は、東近江市・竜王町・
日野町の３市町で構成さ
れ、火葬業務やし尿処理
などを共同で行うために
設置されている。

【施設の概要】
◦敷地面積　8,376.34㎡
◦火葬炉　　6炉
◦総事業費　15億4980万円

　令和元年12月に駐車場が整備され、全体の整備事
業が完了したことから12月18日に完成式典が行われた。

布引斎苑施設整備事業が完了

施設の全景

平成28年度　�まちづくりフォーラムを開催し、中長期的な構想
として拠点整備を掲げる。

平成29年度　�庁内プロジェクトチームの設置。
平成30年度　�コンパクトシティ化検討町民ワーキング・懇話会

を開催。竜王小学校の建て替えを含む、交流・文
教ゾーンの整備をリーディングプロジェクトと位
置づける。

令和元年度　�これまでの検討結果を踏まえたコンパクトシティ
化構想（案）、グランドデザイン構想（案）につい
ての「まちづくり意見交換会」を開催。

主な質疑応答
各計画の整備スケジュー
ルに併せて財政シミュ
レーションも示される�
のか。

問

町の財政負担、国・県の
補助制度、工業団地進出
企業による税収等も考慮
して示したい。

答

交流・文教ゾーンの整備イメージ

住宅地
（小学校・幼稚園跡地）

小学校
幼稚園（こども園）
学童保育
給食センター
公園
共用駐車場

商業
ゾー
ン

フレ
ンド
タウ
ン

図書
館

公民
館

行政
ゾー
ン

複合ゾーン
バスターミナル
共用駐車場
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町の行政全般について
議員が疑問点や見解などを
尋ねたりするもので、
毎定例会で行われるよ

一般質問って？

ペ
ー
ジ

質　問　者 質　　問　　事　　項

10 森島芳男議員
災害等による避難の対応は

通学路の安全のための街灯を

11 貴多正幸議員
国道8号鏡口交差点の改良は

人事評価制度と職員のモチベーションは

12
岡山富男議員 岡屋交差点からの歩道整備は

中村匡希議員 防災アプリの情報発信のあり方は

13 尾川幸左衞門議員
水道料金見直しの検討は

農村下水道使用料と下水道使用料の違いは

14 福田優三議員
竜王小学校整備計画に住民等の意見反映は

公共施設のトイレ設備の状況は

15 鎌田勝治議員
公共交通整備の現状は

各地域のコミュニティづくりを支援する仕組みづくりを

16 磯部俊男議員
教育施設等の今後の考え方は

国民健康保険診療所（医科）整備の進捗は

17 橘せつ子議員

幼児期の給食費の無償化は

保育園の待機児童の解消は

地域交通政策の充実と住民参加は※

地域防災計画の進捗状況は※

18 澤田満夫議員
滋賀竜王工業団地北側の保安林の活用は

令和２年の町長選挙出馬は

19 大前セツ子議員 人口増加につなげる取組は

町政
問ここを う!

12月定例会では11議員が
� 21問の一般質問を行いました。

近江うし丸
� ※紙面の都合上、掲載しておりません。

議会だより No.190
りゅうおう9



災害等による避難の対応は問

答 災害に強いまちづくりに取り組む

　
　
日
野
川
や
祖
父
川
が

決
壊
と
な
れ
ば
、
家
屋
が

浸
水
す
る
と
い
わ
れ
て
い

る
が
、
避
難
対
応
の
実
施

に
つ
い
て
次
の
３
点
を�

伺
う
。

①�

避
難
す
る
事
の
重
要
性

を
周
知
徹
底
し
て
い�

る
か
。

②�

多
数
の
避
難
者
が
横
に

な
る
場
所
等
の
確
保
は

で
き
て
い
る
か
。

③�

避
難
所
ま
で
の
道
路
が

通
行
で
き
な
い
場
合
の

対
応
は
。

問

ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
に
よ
り

周
知
啓
発
を
行
っ
た
。
発

災
後
の
避
難
で
は
な
く
、

発
災
前
の
避
難
を
心
が
け

る
よ
う
、
引
き
続
き
周
知

啓
発
を
行
う
。

②�　

竜
王
町
地
域
防
災
計

画
に
お
い
て
、
浸
水
害

に
お
け
る
避
難
者
数
を

３
０
５
６
人
と
想
定
し
て

い
る
。
避
難
所
の
面
積
は

対
象
地
区
の
避
難
者
を
収

容
で
き
る
想
定
と
な
っ
て

い
る
。

③�　

状
態
を
把
握
次
第
、
住

民
周
知
を
行
い
、
他
の
避

難
所
へ
の
誘
導
や
他
の
町

内
の
公
共
施
設
の
利
用
等

に
よ
り
避
難
対
応
す
る
。

　
　①�　

災
害
時
の
避
難
行
動
に

つ
い
て
、
チ
ラ
シ
を
全
戸

配
布
し
、
広
報
・
ホ
ー
ム

答�
通
学
路
の
安
全
の
た
め
の
街
灯
を

問答

通
学
路
全
体
の
再
点
検
を
行
う

　
　
町
道
山
之
上
弓
削
線

の
通
学
路
で
川
上
か
ら
岩

井
名
神
下
の
ト
ン
ネ
ル
ま

で
、
街
灯
が
１
本
も
な
い
。

例
え
ば
、
午
後
４
時
30
分

頃
に
下
校
し
た
と
し
て

も
、
冬
期
は
す
ぐ
暗
く
な

り
、
交
通
安
全
に
お
い
て

も
、
防
犯
的
に
も
危
険
を

伴
う
と
考
え
る
。
町
と
し

て
早
急
に
街
灯
を
設
置
す

べ
き
で
は
な
い
か
見
解
を

伺
う
。

問

道
路
照
明
灯
の
設
置
や
有
効

な
安
全
策
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
関
係
者
と
検
討
す
る
。

こ
の
区
間
を
は
じ
め
町
内
通

学
路
全
体
の
再
点
検
を
行
い
、

交
通
安
全
や
防
犯
上
の
観
点

か
ら
危
険
な
場
所
に
つ
い
て
、

　
　

街
灯
に
つ
い
て
は
、
道

路
照
明
灯
と
し
て
、
交
通
安

全
お
よ
び
防
犯
を
主
な
目
的

と
し
、
約
１
０
０
０
灯
設
置

し
て
い
る
。

　

質
問
の
区
間
は
、
道
路
照

明
灯
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い

状
態
で
あ
る
。
学
校
に
お
い

て
日
没
時
刻
の
お
よ
そ
30
分

前
に
下
校
時
刻
を
設
定
さ
れ

て
お
り
、
生
徒
に
対
し
て
暗

く
な
る
前
に
下
校
す
る
よ
う

指
導
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、

答�

道路照明灯が設置されていない通学路

平成29年台風21号による冠水の様子
（弓削地先）

森島　芳男 議員
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国
道
８
号
の
鏡
口
交

差
点
を
美
松
台
方
面
へ
右

折
す
る
際
、
1.5
車
線
化
に

な
っ
て
い
る
が
、
正
式
な

右
折
溜
ま
り
は
な
く
、
非

常
に
渋
滞
し
て
い
る
。
ま

た
、
夜
間
に
は
当
交
差
点

手
前
の
ゼ
ブ
ラ
ゾ
ー
ン
を

通
過
し
て
右
折
す
る
車
も

あ
り
、
非
常
に
危
険
で
あ

る
が
、
町
は
ど
の
よ
う
な

対
応
を
し
て
い
る
の
か
。

問

い
て
、
近
畿
地
方
整
備
局
滋

賀
国
道
事
務
所
へ
要
望
を
行

い
、
翌
年
度
に
近
畿
地
方
整

備
局
、
国
土
交
通
省
へ
国
道

８
号
の
抜
本
的
な
渋
滞
対
策

に
つ
い
て
要
望
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
ゼ
ブ
ラ
帯
の
危
険

性
に
つ
い
て
も
短
期
的
な
視

点
に
立
ち
、
道
路
管
理
者
に

対
し
応
急
対
応
も
含
め
、
安

全
対
策
の
協
議
を
す
る
と
と

も
に
、
鏡
口
交
差
点
が
誰
も

が
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
。

　
　

平
成
28
年
度
に
交
差
点

周
辺
の
交
通
安
全
対
策
に
つ

答�

　
　
今
年
度
に
お
い
て
も

年
度
途
中
に
若
手
職
員
が

退
職
し
、
病
休
の
職
員
も

何
名
か
い
る
と
聞
く
が
、

現
在
の
人
事
評
価
制
度
は

う
ま
く
機
能
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
職
員
の
仕
事

へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向

上
の
た
め
に
ど
の
よ
う
に

つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
。

問

　

今
後
も
職
員
の
能
力
お
よ

び
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
最
大

化
し
て
い
く
た
め
に
も
人
事

評
価
制
度
の
一
層
の
充
実
を

図
り
、
良
好
な
職
場
環
境
の

構
築
に
向
け
た
取
組
を
進
め

る
こ
と
を
念
頭
に
組
織
力
の

向
上
に
努
め
る
。

　
　

人
事
評
価
を
行
う
な
か

で
、
本
人
と
上
司
が
面
談
す

る
こ
と
で
業
務
を
確
認
し
、

仕
事
の
振
り
返
り
も
着
実
に

行
わ
れ
、
さ
ら
に
業
務
の
進

捗
状
況
が
可
視
化
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
一
定
機
能
し

て
い
る
と
考
え
る
。

　

人
事
評
価
と
併
せ
て
人
事

ヒ
ア
リ
ン
グ
、
自
己
申
告
制

度
等
に
よ
り
職
場
ま
た
は
職

員
の
業
務
上
の
支
障
等
を
把

握
し
、
そ
の
解
消
に
努
め
て

い
る
。

答�

右折待ちで渋滞になる鏡口交差点

職員の人事評価制度研修

国道８号鏡口交差点の
改良は

問

答 引き続き要望していく
貴多　正幸 議員

人
事
評
価
制
度
と
職
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は

問答

制
度
の
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
る
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国
道
４
７
７
号
岡
屋

交
差
点
か
ら
滋
賀
竜
王
工

業
団
地
ま
で
の
一
部
歩
道

が
で
き
て
い
な
い
箇
所
が

あ
る
が
、
現
在
の
進
捗
状

況
は
。
ま
た
、
交
通
量
も

多
く
、
街
灯
も
な
い
た
め

危
険
な
状
態
で
あ
る
が
町

の
考
え
は
。

問

現
在
も
約
１
０
０
ｍ
区
間
に

お
い
て
歩
道
が
未
整
備
の
状

態
で
あ
る
。

　

関
係
地
権
者
の
所
在
に
つ

い
て
は
、
住
民
票
の
保
存
年

限
等
に
よ
り
、
地
権
者
の
現

住
所
に
た
ど
り
つ
け
て
い
な

い
が
、
当
歩
道
は
歩
行
者
の

安
全
確
保
の
う
え
で
重
要
な

も
の
と
認
識
し
て
お
り
、
引

き
続
き
県
に
働
き
か
け
て�

い
く
。

　

街
灯
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
歩
行
者
の
状
況
を
見
極
め

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　

交
付
金
事
業
の
計
画
期

間
で
あ
る
平
成
29
年
度
ま
で

に
計
画
延
長
の
１
２
０
０
ｍ

に
つ
い
て
工
事
を
完
了
す
る

予
定
で
あ
っ
た
が
地
権
者
の

所
在
が
不
明
の
土
地
が
あ
り
、

答�

　
　
有
線
放
送
の
廃
止
に

伴
い
来
年
度
導
入
さ
れ
る

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
の
防

災
ア
プ
リ
で
は
、
滋
賀
県

土
木
情
報
シ
ス
テ
ム
の
河

川
水
位
や
東
近
江
行
政
組

合
の
出
動
状
況
、
Ｊ

−

Ａ

Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
（
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
）
の
気
象
注

意
報
と
い
っ
た
情
報
も
受

信
す
る
こ
と
は
で
き
る
か
。

問

　

東
近
江
行
政
組
合
が
配
信

す
る
消
防
情
報
の
内
容
は
ア

プ
リ
で
確
認
可
能
だ
が
、
配

信
内
容
に
つ
い
て
は
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　

Ｊ

−

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
が
受
信

し
た
気
象
情
報
は
直
接
、
防

災
ア
プ
リ
に
配
信
さ
れ
る
。

　

防
災
、
防
犯
、
交
通
、
消

防
な
ど
様
々
な
情
報
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
配
信
さ

れ
て
お
り
、
ア
プ
リ
の
配
信

内
容
が
情
報
過
多
と
な
ら
な

い
よ
う
精
査
し
、
使
い
や
す

い
情
報
伝
達
ツ
ー
ル
と
な
る

よ
う
検
討
し
て
い
く
。

　
　

滋
賀
県
土
木
情
報
シ
ス

テ
ム
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

公
開
さ
れ
て
い
る
た
め
、
ア

プ
リ
を
経
由
し
て
確
認
で�

き
る
。

答�

中村　匡希 議員

岡屋交差点からの歩道整備は問

答 整備促進に向け県に働きかける

一部歩道のない国道477号

防災アプリのイメージ図

岡山　富男 議員

防災アプリの情報発信の
あり方は

問

答 内容を精査し発信していく
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本
町
の
水
道
料
金
は

県
下
で
２
番
目
に
高
く
、

県
下
４
番
目
の
湖
南
市
と

比
べ
る
と
、
供
給
単
価
は

３
．
88
円
／
㎥
安
く
な
る

が
30
㎥
／
月
の
使
用
料
金

は
、
４
９
５
円
／
月
高
く

な
る
。
そ
こ
で
次
の
点
を

伺
う
。

①
料
金
設
定
の
経
過
は
。

②�
県
水
の
受
水
料
金
見
直

し
に
よ
る
水
道
料
金
改

定
の
検
討
は
。

問

在
に
至
っ
て
い
る
。
水
道

事
業
経
営
の
安
定
を
図
る

た
め
に
は
、
諸
課
題
等
を

整
理
す
る
中
で
の
研
究
は

大
切
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

②�　

受
水
料
金
は
、
水
需
要

の
見
通
し
を
含
め
て
精
査

し
、
県
企
業
庁
と
協
議
を

重
ね
て
検
討
す
る
。

　

水
道
の
機
能
を
維
持
し

向
上
す
る
に
は
ハ
ー
ド
面
、

ソ
フ
ト
面
か
ら
も
再
構
築

す
る
必
要
が
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
先
進
的
な
事

例
、
広
域
化
の
流
れ
、
社

会
的
動
向
な
ど
と
ら
え
る

中
で
研
究
す
る
。

　
　①�　

平
成
９
年
度
に
料
金
改

定
を
行
い
、
従
量
料
金
を

25
％
か
ら
35
％
改
定
し
現

答�

農
村
下
水
道
使
用
料
と
下
水
道

使
用
料
の
違
い
は

問答

使
用
料
算
定
の
あ
り
方
に
つ
い
て

研
究
を
進
め
る

　
　

本
町
の
下
水
道
は
、

公
共
下
水
道
が
３
４
３
９

戸
（
93
％
）、
農
業
集
落

排
水
（
農
村
下
水
道
）
が

２
４
５
戸（
７
％
）で
あ
る

が
、
使
用
料
単
価
は
公
共

下
水
道
が
１
５
３
円
／
m3
、

に
対
し
、
農
業
集
落
排
水

94
．
13
円
／
m3
と
大
き
く

違
う
経
過
と
理
由
は
。
ま

た
、
同
一
単
価
に
し
て
公

共
下
水
道
の
使
用
料
を
下

げ
る
検
討
を
行
う
の
か
。

問
　
　

農
村
下
水
道
は
浄
化
槽

法
に
基
づ
き
、
生
活
排
水
を

処
理
し
、
人
数
算
定
に
よ
る

料
金
体
系
で
あ
る
一
方
、
公

共
下
水
道
は
下
水
道
法
に
基

づ
き
、
生
活
排
水
や
工
場
排

水
等
も
処
理
し
、
水
道
使
用

量
等
に
よ
り
算
定
す
る
料
金

体
系
と
な
っ
て
い
る
。
使
用

答�

尾川　幸左衞門 議員

水道料金見直しの検討は問

答 先進的な事例等で研究する

本町の下水道の規模・使用料単価

245戸  

3,439戸  

94.13円/㎥  

153円/㎥   

-30円/㎥

20円/㎥

70円/㎥

120円/㎥

170円/㎥

220円/㎥

0戸  
500戸  

1,000戸  
1,500戸  
2,000戸  
2,500戸  
3,000戸  
3,500戸  
4,000戸  

農業集落排水 公共下水道 

戸数 使用料単価 

5,700  

4,925  
4,710  

4,430  4,330  

3,600  3,540  3,517  
3,320  

3,120  

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

   

 

     

円

/
3
0
㎥

 

（
旧
八
日
市
地
区
）

東
近
江
市

竜
王
町

近傍水道料金図（口径13mm　30㎥／月）

料
に
差
が
あ
る
の
は
施
設
の

維
持
管
理
に
係
る
経
費
が
異

な
り
、
ま
た
人
数
に
よ
る
固

定
単
価
に
よ
る
算
出
と
排
出

さ
れ
た
量
に
応
じ
て
算
定
す

る
た
め
違
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
使
用
料
を
同
水

準
へ
と
の
意
見
も
あ
る
中
で
、

持
続
可
能
な
下
水
道
事
業
の

経
営
も
考
慮
し
つ
つ
今
後
の

使
用
料
算
定
の
あ
り
方
に
つ

い
て
引
き
続
き
研
究
を
進
め

て
い
き
た
い
。

議会だより No.190
りゅうおう13

一 般 質 問



　
　
竜
王
小
学
校
整
備
計

画
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
竜

王
小
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
が
検
討
し
て
き

た
内
容
や
、
現
場
の
教
諭
、

児
童
、
保
護
者
の
意
見
な

ど
が
整
備
計
画
に
ど
う
反

映
さ
れ
る
か
伺
う
。

問

施
設
に
求
め
ら
れ
る
機
能
に

つ
い
て
提
案
し
て
い
た
だ
き
、

こ
れ
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
た

上
で
報
告
書
も
取
り
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
。

　

竜
王
小
学
校
整
備
基
本
構

想
を
今
年
度
内
に
策
定
し
、

次
年
度
以
降
、
こ
の
基
本
構

想
を
も
と
に
基
本
計
画
の
策

定
や
基
本
設
計
へ
と
進
め
て

い
き
た
い
。
こ
の
基
本
計
画
、

基
本
設
計
策
定
段
階
で
は
適

宜
、
学
校
運
営
協
議
会
や
現

場
の
先
生
方
、
児
童
、
保
護

者
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
進
め
る
。

　
　

平
成
30
年
２
月
に
開
催

さ
れ
た
第
３
回
竜
王
町
教
育

施
設
の
今
後
の
あ
り
方
検
討

委
員
会
に
お
い
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
竜
王
小
学

校
に
設
置
さ
れ
て
い
る
学
校

運
営
協
議
会
か
ら
学
校
教
育

答�

公
共
施
設
の
ト
イ
レ
設
備
の
状
況
は

問答

状
況
を
判
断
し
洋
式
化
を
進
め
る

　
　
本
町
の
公
共
施
設
は
、

災
害
時
に
避
難
所
に
指
定

さ
れ
て
い
る
施
設
も
あ
る

が
、
ト
イ
レ
設
備
に
つ
い

て
次
の
２
点
を
伺
う
。

①�

公
共
施
設
の
ト
イ
レ
の

和
式
、
洋
式
の
設
置
状

況
は
。

②�

改
修
工
事
等
の
対
策
に

つ
い
て
町
の
考
え
は
。

問

な
判
断
の
も
と
、
改
修
時

期
を
考
慮
の
う
え
必
要
な

対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　①�　

現
在
、
35
施
設
で
和
式

ト
イ
レ
は
１
７
６
基
、
洋

式
ト
イ
レ
は
２
４
３
基
設

置
さ
れ
て
お
り
、
す
べ
て

の
施
設
に
洋
式
ト
イ
レ
が

必
ず
1
基
以
上
は
設
置
さ

れ
て
い
る
。

②�　

ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
つ

い
て
は
更
に
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
各
公
共
施
設
に
お

い
て
は
給
排
水
管
や
電
気

設
備
等
の
老
朽
化
に
よ
り

修
繕
・
改
修
を
必
要
と
す

る
施
設
も
あ
る
。
総
合
的

答�

福田　優三 議員

竜王小学校整備計画に
住民等の意見反映は

問

答 基本計画策定段階で反映する

整備が待たれる教育施設

未改修の和式トイレ（役場庁舎３階）
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路
線
増
加
や
増
便
が

厳
し
い
現
状
を
鑑
み
る
と

こ
れ
以
上
路
線
バ
ス
に
依

存
し
な
い
公
共
交
通
網
の

整
備
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

り
、
行
政
と
各
地
域
と
の

連
携
が
重
要
に
な
る
と
考

え
る
。

　

そ
こ
で
次
の
３
点
を�

伺
う
。

①�

公
共
交
通
網
再
編
の
現

在
の
進
捗
状
況
は
。

②�

町
内
巡
回
バ
ス
採
用
の

可
能
性
は
。

③�

各
地
域
で
の
先
進
的
活

動
を
広
げ
る
施
策
と
そ

れ
を
継
続
す
る
た
め
の

支
援
策
は
。

問

　
　①�　

令
和
元
年
度
に
竜
王
町

交
通
計
画
を
作
成
し
、
令

和
２
年
度
に
新
た
な
移
動

手
段
の
実
証
運
行
を
開
始

す
る
。

②�　

過
去
の
経
緯
か
ら
巡
回

バ
ス
で
は
な
く
、
デ
マ
ン

ド
交
通
が
本
町
に
適
し
て

い
る
と
判
断
し
て
い
る
。

③�　

地
域
支
え
合
い
し
く
み

づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
を
各

地
域
へ
の
支
援
事
業
と
し

て
継
続
し
て
き
た
が
、
他

の
地
域
で
も
取
組
が
広
が

る
よ
う
に
来
年
度
以
降
の

事
業
展
開
に
つ
い
て
は
、

関
係
課
で
協
議
を
進
め
て

い
る
。

答�

鎌田　勝治 議員

公共交通整備の現状は問

答 来年度に新たな移動手段の実証運行
を開始

各
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を

支
援
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を

問答

持
続
可
能
な
自
治
会
づ
く
り
を
進
め
る

　
　
今
後
の
町
づ
く
り
に

お
い
て
行
政
と
地
域
の
密

接
な
連
携
が
よ
り
重
要
に

な
る
と
考
え
る
が
、
次
の

２
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①�

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

維
持
し
活
性
化
す
る
た

め
の
今
後
の
取
組
は
。

②�

「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

の
様
な
組
織
づ
く
り
を

行
政
主
導
で
検
討
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

問
　
　①�　

町
と
し
て
は
様
々
な
分

野
で
住
民
主
体
の
取
組
に

よ
り
経
済
的
・
人
的
支
援

を
実
施
し
て
き
た
。「
地

域
支
え
合
い
し
く
み
づ
く

り
モ
デ
ル
事
業
」
も
そ
の

一
つ
と
し
て
展
開
し
て
き

た
。
今
後
も
持
続
可
能
な

自
治
会
運
営
に
向
け
た
議

論
や
取
組
に
繋
が
る
よ
う

引
き
続
き
支
援
し
て
い
く
。

答�

②�　

先
ず
は
地
域
活
性
化
を

目
指
す
指
針
作
り
を
行
い
、

「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

の
組
織
や
活
動
も
参
考
に

議
論
を
重
ね
、
竜
王
町
に

ふ
さ
わ
し
い
将
来
あ
る
べ

き
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

あ
り
方
を
見
い
だ
し
持
続

可
能
な
自
治
会
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域コミュニティの維持・活性化 

目標①   

目標②   

目標③   

 
自治会 
 地域行事や役員にかかる負

担間の軽減 
 女性や若い世代の活躍 
 多世代の交流 
 地域間連携の構築 

若い世代 
 子育て環境の充実 

 魅力ある教育の推進 

 住宅地の確保 

 働く場の創出 

 経済的支援の充実 

高齢者 
 健康寿命の延伸 

 地域の支え合いや移動支援の充実 

 生きがいや居場所づくり 

 結婚や仕事等で他所に居住してい

る家族との繋がりの維持 

目標① 
目標② 
目標③ 

■新たな移動手段の確保 

実証実験 (R2～) 交通計画 (R1～) 

【中心核】

道の駅

地域

地域

鉄道駅

スーパー
診療所

町役場
診療所

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域コミュニティの維持・活性化 

目標①   

目標②   

目標③   

 
自治会 
 地域行事や役員にかかる負

担間の軽減 
 女性や若い世代の活躍 
 多世代の交流 
 地域間連携の構築 

若い世代 
 子育て環境の充実 

 魅力ある教育の推進 

 住宅地の確保 

 働く場の創出 

 経済的支援の充実 

高齢者 
 健康寿命の延伸 

 地域の支え合いや移動支援の充実 

 生きがいや居場所づくり 

 結婚や仕事等で他所に居住してい

る家族との繋がりの維持 

目標① 
目標② 
目標③ 

■新たな移動手段の確保 

実証実験 (R2～) 交通計画 (R1～) 

【中心核】

道の駅

地域

地域

鉄道駅

スーパー
診療所

町役場
診療所

が定住できる環境づくり

が安心して暮らし続けられる地域づくり

持続可能な づくり

若い世代
高齢者

自治会

竜王町コンパクトシティ化構想（案）から抜粋
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本
町
の
教
育
施
設
等

の
今
後
の
考
え
方
に
つ
い

て
次
の
２
点
を
伺
う
。

①�

２
０
２
５
年
開
校
に
向

け
た
進
捗
状
況
は
。

②�

10
年
後
の
教
育
施
設
の

課
題
は
。

問

基
本
設
計
、
実
施
設
計
、

建
築
工
事
と
進
め
、
２
０�

２
５
年
の
開
校
を
目
指
す
。

②�　

各
教
育
施
設
は
老
朽
化

が
進
ん
で
お
り
、
施
設
機

能
が
社
会
環
境
の
変
化
、

住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に

応
え
て
い
け
る
か
と
い
う

課
題
も
あ
る
。
町
財
政
計

画
を
踏
ま
え
て
の
判
断
が

必
要
と
考
え
る
。

　
　①�　

今
年
度
中
に
竜
王
小
学

校
整
備
基
本
構
想
の
策
定
、

次
年
度
以
降
に
基
本
計
画
、

答�

磯部　俊男 議員

教育施設等の今後の考え方は問

答 竜王小学校の2025年の開校を目指し
鋭意進める

築48年となる竜王小学校

新たに整備される竜王町国民健康保険診療所（医科）

国
民
健
康
保
険
診
療
所
（
医
科
）

整
備
の
進
捗
は

問答

令
和
３
年
４
月
の
開
所
予
定
で
計
画
を

進
め
る

　
　
竜
王
町
国
民
健
康
保

険
診
療
所
（
医
科
）
が
現

有
地
近
隣
で
、
新
た
な
施

設
と
し
て
整
備
が
決
定
さ

れ
た
が
、
現
在
の
進
捗
状

況
を
伺
う
。

問
　
　

整
備
計
画
は
令
和
元
年

度
に
基
本
設
計
、
実
施
設
計

お
よ
び
土
地
取
得
。
令
和
２

年
度
に
造
成
工
事
お
よ
び
建

設
工
事
を
行
い
、
令
和
３
年

４
月
の
開
所
を
予
定
し
て�

い
る
。

答�
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幼児期の給食費の無償化は問

答 町独自の助成は考えていない

　
　
幼
児
教
育
・
保
育
の

保
育
料
の
無
償
化
に
伴
い
、

保
育
園
の
給
食
費
（
副
食

費
）
が
実
費
払
い
に
な
っ

た
が
、
子
ど
も
達
の
健
康

と
発
達
保
障
、
ま
た
子
育

て
支
援
の
充
実
と
い
う
観

点
か
ら
も
、
町
の
助
成
で

幼
児
期
の
子
ど
も
達
の
給

食
費
を
無
償
化
で
き
な�

い
か
。

　
ま
た
次
年
度
対
象
園
児

数
と
無
償
化
し
た
場
合
の

経
費
を
伺
う
。

問

い
て
は
副
食
費
も
新
た
に
無

償
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
定
所
得
以
上
で
副
食
費

が
無
償
と
な
ら
な
い
家
庭
も

無
償
化
で
新
た
な
負
担
が
発

生
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
の
で
、
現
在
は
町
独
自
で

の
助
成
は
考
え
て
い
な
い
。

　

次
年
度
の
対
象
園
児
数
は

現
在
入
所
調
整
中
で
あ
る
の

で
、
今
年
度
対
象
園
児
数
で

試
算
す
る
と
、
幼
稚
園
１
６�

３
人
で
給
食
費
５
０
０
万
円

余
り
、
保
育
園
２
２
０
人
で

１
４
０
０
万
円
余
り
、
認
可

外
保
育
園
13
人
で
70
万
円
余

り
、
合
計
２
０
０
０
万
円
余

り
の
経
費
と
な
る
。

　
　

幼
児
教
育
・
保
育
の
無

償
化
に
よ
り
３
歳
か
ら
５
歳

ま
で
の
保
育
料
だ
け
で
な
く

一
定
所
得
以
下
の
家
庭
に
お

答�

保
育
園
の
待
機
児
童
の
解
消
は

問答

待
機
児
童
が
出
な
い
よ
う
に
努
め
る

　
　
10
月
か
ら
の
幼
児
教

育
・
保
育
の
無
償
化
に
伴

い
、
来
年
度
募
集
で
は
保

育
園
に
入
園
希
望
が
多
く
、

こ
の
ま
ま
で
は
待
機
児
童

が
出
る
状
況
と
聞
い
て�

い
る
。

　
現
時
点
で
の
来
年
度
の

入
園
申
込
者
数
（
幼
稚
園

及
び
保
育
園
の
各
園
・
年

齢
別
）
と
、
ど
の
く
ら
い

の
待
機
児
童
数
が
出
る
の

か
伺
う
。

　
ま
た
待
機
児
童
が
出
た

場
合
、
ど
の
よ
う
な
対
策

を
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

問

め
て
い
る
。
今
後
も
預
か
り

保
育
の
拡
充
を
最
終
形
と
す

る
こ
と
な
く
、
教
育
・
保
育

の
充
実
と
保
護
者
の
方
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

努
め
て
い
く
。

　

ま
た
対
策
と
し
て
、
来
年

度
か
ら
幼
稚
園
に
お
い
て
３

歳
児
の
保
育
時
間
を
延
長
す

る
こ
と
や
夏
休
み
等
の
長
期

休
業
中
も
預
か
り
保
育
等
で

対
応
す
る
予
定
で
準
備
を
進

　
　

竜
王
町
保
育
所
入
所
検

討
委
員
会
で
入
所
の
調
整
を

行
っ
て
お
り
、
１
月
下
旬
か

ら
２
月
上
旬
頃
の
決
定
結
果

に
よ
り
待
機
児
童
が
出
る
か

が
わ
か
る
。
事
前
に
保
護
者

の
方
と
教
育
委
員
会
、
保
育

園
、
幼
稚
園
が
十
分
に
連
携

を
と
り
待
機
児
童
が
出
な
い

よ
う
に
努
め
て
い
る
。

答�

橘　せつ子 議員

バイキング給食の様子（コスモス保育園）

０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 合計

竜王幼稚園 15 26 33 74

竜王西幼稚園 16 19 18 53

ひまわり保育園 17 21 27 37 28 25 155

コスモス保育園 11 18 15 21 13 25 103

来年度入園申込者数（令和元年12月現在）
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滋
賀
竜
王
工
業
団
地

の
北
側
の
残
地
27
万
㎡
の

保
安
林
は
、
過
去
に
滋
賀

県
土
地
開
発
公
社
か
ら
遊

歩
道
を
造
り
散
策
が
で
き

る
よ
う
な
場
所
に
と
漠
然

と
し
た
話
が
あ
っ
た
。
し

か
し
工
業
団
地
エ
リ
ア

70 
ha
に
対
し
、
分
譲
面
積

が
30.9 
ha
で
は
有
効
利
用
と

言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

問

の
編
入
が
必
要
な
た
め
、
県

に
都
市
計
画
区
域
区
分
の
見

直
し
を
依
頼
し
た
。
当
初
は

70 

ha
全
域
を
市
街
化
区
域
へ

の
編
入
を
目
指
し
て
関
係
機

関
と
協
議
し
て
き
た
が
、
保

安
林
に
つ
い
て
は
一
部
認
め

ら
れ
た
が
、
一
団
と
な
る
箇

所
に
つ
い
て
は
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
。

　

現
時
点
で
県
は
、
新
た
な

開
発
は
困
難
な
状
況
と
考
え

て
い
る
が
、
有
効
活
用
を
見

い
だ
せ
な
い
か
課
題
と
し
て

も
認
識
し
て
い
る
。
本
町
で

も
調
査
と
、
県
に
働
き
掛
け

を
し
て
い
く
。

　
　

工
業
団
地
は
、
昭
和
48

年
に
土
地
開
発
公
社
の
用
地

取
得
か
ら
始
ま
り
、
平
成
30

年
度
に
完
成
し
た
。
造
成
に

当
た
っ
て
は
、
市
街
化
区
域

答�

澤田　満夫 議員

滋賀竜王工業団地北側の
保安林の活用は

問

答 有効活用に向け県に要望する

滋賀竜王工業団地北側の保安林

西田町長答弁

令
和
２
年
の
町
長
選
挙
出
馬
は

問答

引
き
続
き
町
政
を
担
い
た
い

　
　
西
田
町
長
は
、
令
和

２
年
に
執
行
さ
れ
る
町
長

選
挙
の
出
馬
に
つ
い
て
、

ど
の
様
に
考
え
て
い
る�

の
か
。

問

言
、
県
内
外
へ
特
産
品
の
情

報
発
信
等
。

　

一
方
で
国
道
８
号
の
バ
イ

パ
ス
化
と
10
年
後
の
農
業
の

あ
り
方
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
化
と
30
年
後
の
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
両
構
想

（
案
）
は
、
道
半
ば
で
あ
る
。

　

皆
様
の
ご
支
持
を
頂
け
れ

ば
、
引
き
続
き
町
政
を
担
当

し
、
当
初
目
標
の
実
現
に
道

筋
を
付
け
て
い
き
た
い
。

　
　

私
は
、
長
年
の
県
外
勤

務
か
ら
故
郷
に
戻
り
、
人
口

減
少
や
、
河
川
の
安
心
安
全

の
確
保
等
の
課
題
を
目
の
当

り
に
し
、
明
る
く
元
気
で
活

力
あ
ふ
れ
る
強
い
町
、
次
世

代
に
誇
れ
る
町
の
実
現
に
向

け
て
平
成
28
年
、
町
長
に
就

任
し
た
。

　

以
来
、
政
策
の
柱
を
「
活

力
」
と
「
安
全
」
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
に
期
限
を

定
め
実
行
し
て
き
た
。
中
学

校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無
償

化
、
教
育
面
の
充
実
、
企
業

誘
致
、
町
有
地
の
有
効
活
用
、

道
の
駅
の
拡
充
、
日
野
川
改

修
計
画
の
策
定
、
健
康
ベ
ジ

７
（
セ
ブ
ン
）
チ
ャ
レ
ン
ジ

の
取
組
、
近
江
牛
発
祥
地
と

ス
キ
ヤ
キ
を
愛
す
る
町
の
宣

答�
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少
子
化
が
進
む
中
、

人
口
増
加
に
つ
な
げ
る
取

組
に
つ
い
て
伺
う
。

①�

岡
屋
、
山
面
地
区
に
工

業
団
地
が
広
が
り
始
め
、

多
く
の
労
働
者
が
見
込

ま
れ
る
中
、
早
急
に
住

宅
整
備
を
進
め
て
い
く

べ
き
で
は
。

②�

医
療
費
無
償
化
に
加
え
、

魅
力
あ
る
子
育
て
支�

援
は
。

問

備
可
能
な
場
所
を
洗
い
出

し
、
課
題
を
確
実
に
解
決

し
て
早
期
の
整
備
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

②�　

妊
娠
期
か
ら
、
竜
王
版

ネ
ウ
ボ
ラ
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
出
産
後
は
新
生
児

訪
問
前
に
保
育
士
が
オ
ム

ツ
を
持
っ
て
訪
問
し
、
子

育
て
に
関
す
る
相
談
を
受

け
、
親
子
で
参
加
で
き
る

「
赤
ち
ゃ
ん
サ
ロ
ン
」
へ

お
誘
い
し
て
い
る
。

　

今
後
は
産
後
ケ
ア
事
業

や
託
児
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で

安
心
し
て
ゆ
と
り
を
持
っ

て
子
育
て
出
来
る
よ
う
努

め
る
。

　
　①�　

住
宅
整
備
は
町
の
活
力

を
維
持
す
る
た
め
に
も
重

要
で
あ
る
。
市
街
化
調
整

区
域
が
大
多
数
を
占
め
る

中
、
難
し
い
状
況
で
あ
る

が
、
町
有
地
を
は
じ
め
整

答�

大前　セツ子 議員

人口増加につなげる取組は問

答 安心して子育てできるよう努める

赤ちゃんを囲み誕生を喜ぶ様子

議会の傍
ぼうちょう

聴に来ませんか？
　議会では、住民生活に密着した重要な問題が
審議されています。簡単な手続きで傍聴するこ
とができますので、お気軽にお越しください。
（介助が必要な方は議会事務局へお声掛けください。）

議員の質問順は町ホームページでご確認ください。

※�小学生以下のお子さんは、傍聴席に入ることができ
ません。ただし、議長の許可を受けた場合は、この
限りではありません。

次回の一般質問は
令和2年3月23日㈪

� 午前９時からの予定

傍聴席横で受付票に氏名等を記入いただきます議会傍聴席（役場庁舎３階）

問　議会事務局　電話　0748-58-3713

議会ではどんな政
策が審議されてい
るの？

自分の選んだ議員
はどんな活動をし
ているの？
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大切な仲間とともに

環境に配慮し、再生紙及び植物油インキを使用しています

　私は10年前、高校１年生の時に竜王町青年団
に入団しました。たくさんの仲間と出会い、た
くさん笑い、たくさん悔しい思いもしました。
青年団でしかできない経験も多かったと思いま
す。そんな竜王町青年団は数年前存続の危機に
瀕しました。しかし「青年団を無くしたくな
い」、「青年団を続けたい」そんな思いを持った
団員が一丸となり、竜王町青年団は大きく形を
変え新たなスタートを切りました。そして今年
度、「町民の皆さんにもう一度竜王町の良さを
知ってもらいたい」、「仲間との絆を深めてほし
い」そんな想いから令和２年３月８日（日）に
「第１回ドラゴン駅伝大会」を開催します。私
たち団員一同町民の皆さんに楽しんでもらえる

よう日々準備をしています。参加者もまだまだ
募集中です！仲間と一緒に竜王町を駆け抜けま
しょう！また当日ランナーへの温かい声援もお
待ちしています！

　

第
17
期
の
竜
王
町
議
会
が
始
ま
り
、
新

人
議
員
も
増
え
、
議
会
広
報
に
お
い
て
も

新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
シ
リ
ー
ズ
で
町
民
の
皆
さ
ま
を
取
材
し

て
き
た「
い
き
い
き
人
生
」は
、今
後
は「
私

た
ち
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
」
と
し
て
竜
王

町
を
拠
点
に
活
動
を
さ
れ
て
い
る
グ
ル
ー

プ
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
個
人
か
ら
団

体
へ
と
、
よ
り
裾
野
を
広
げ
て
い
く
中
で

多
く
の
方
々
の
日
々
の
奮
闘
を
伝
え
て
い

き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
竜
王
町
で
課
題
と
な
っ

て
い
る
公
共
交
通
の
仕
組
み
づ
く
り
、
新

し
い
政
策
で
あ
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化

構
想
（
案
）
な
ど
、
地
域
を
大
き
く
変
化

さ
せ
る
提
案
を
議
員
一
同
で
審
議
し
て
い

き
ま
す
。
議
会
だ
よ
り
に
お
い
て
は
、
町

政
の
い
ま
を
分
か
り
や
す
く
住
民
の
皆
さ

ま
へ
届
け
て
い
く
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
は
年
４
回
発
行
と
お
手
に

取
っ
て
い
た
だ
く
機
会
は
少
な
い
で
す
が
、

「
い
つ
も
読
む
よ
」、「
が
ん
ば
っ
て
」
と

い
う
皆
さ
ま
の
お
言
葉
に
励
ま
さ
れ
て
い

ま
す
。
改
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご

鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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前列左から４番目が西村団長
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